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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 に Ｘ 線 を 照 射 す る Ｘ 線 管 装 置 と 、
　 被 検 体 を 透 過 し た Ｘ 線 を 受 像 す る Ｘ 線 受 像 装 置 と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 支 持 機 構 と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 に 設 け ら れ て 撮 影 条 件 の 設 定 を 行 う 操 作 部 と 、
　 操 作 部 に 設 け ら れ て 影 条 表 示 す 示 器 と を 有 す る Ｘ 線 撮 影 装 置 に お い
て 、
　 前 記 Ｘ 線 管 装 置 の 回 転 角 度 を 検 出 す る 角 度 検 出 セ ン サ と 、
　 角 度 検 出 セ ン サ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 表 示 器 の 表 示 内 容 を 横 表 示 操 作 画 面 ま
た は 縦 表 示 操 作 画 面 に 切 り 替 え る 切 替 制 御 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｘ 線 撮 影 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】

切 替 制 御 手 段 は 表 示 器 の 表 示 内 容 を 上 下 反 転 表 示 画 面 替 可 能 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】

横 表 示 操 作 画 面 と 縦 表 示 操 作 画 面 の 表 示 情 報 が 実 質 的 に 同 様 の レ イ ア ウ ト で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は ２ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

示 器 の 縦 横 の ド ッ ト 数 を 同 一 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
被 検 体 に Ｘ 線 を 照 射 す る Ｘ 線 管 装 置 と 、
　 被 検 体 を 透 過 し た Ｘ 線 を 受 像 す る Ｘ 線 受 像 装 置 と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 支 持 機 構 と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 に 設 け ら れ て 撮 影 条 件 の 設 定 を 行 う 操 作 部 と 、
　 操 作 部 に 設 け ら れ て 撮 影 条 表 示 す 示 器 と を 有 す る Ｘ 線 撮 影 装 置 に お い
て 、
　 前 記 Ｘ 線 管 装 置 の 回 転 角 度 を 検 出 す る 角 度 検 出 セ ン サ と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 に 対 し て 操 作 部 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 回 転 連 結 機 構 と 、
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　 角 度 検 出 セ ン サ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 Ｘ 線 管 装 置 の 回 転 角 度 に 関 わ ら ず 操 作
部 準 方 向 に 保 持 す る よ う に 回 転 連 結 機 構 を 制 御 す る 回 転 制 御 部 と を 有 す る こ と を 特 徴
と す る Ｘ 線 撮 影 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
被 検 体 に Ｘ 線 を 照 射 す る Ｘ 線 管 装 置 と 、
　 被 検 体 を 透 過 し た Ｘ 線 を 受 像 す る Ｘ 線 受 像 装 置 と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 支 持 機 構 と 、
　 Ｘ 線 管 装 置 に 設 け ら れ て 撮 影 条 件 の 設 定 を 行 う 操 作 部 と 、
　 操 作 部 に 設 け ら れ て 撮 影 条 表 示 す 示 器 と を 有 す る Ｘ 線 撮 影 装 置 に お い
て 、
　 前 記 Ｘ 線 管 装 置 の 回 転 角 度 を 検 出 す る 角 度 検 出 セ ン サ と 、
　 角 度 検 出 セ ン サ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 Ｘ 線 管 装 置 の 回 転 角 度 に 関 わ ら ず

示 器 の 表 示 内 容 準 方 向 に 保 持 す る よ う に 制 御 す る 表 示 回 転 制 御 部 と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る Ｘ 線 撮 影 装 置 。
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